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A natural history of Pieris canidia Sparrman in the Islands of Tsushima, 
lying between Korea and Japan 
ーー Notes on Pieris Butterflies, 2 —— 
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日 本 列島 の 生物 地理 を 考え る に あたっ て , アジ ァ 大 陸 と の 中 間 に 位置 する 対馬 が 重要 な 鍵 を に ぎる の は い 2 まで も 
な い . われ われ は この 島 の 昆虫 ・ ク モ 相 興味 を も ち , 1968 年 か ら 計 10 回 に わた っ て 調査 を 行い , いく ら か の 新しい 
知見 を を た . また , 1973 年 に は 朝鮮 半島 南部 で 採集 し , 比較 標本 の 入手 に つと め た . その ひと つと し て , タイ ワン モ 
ン シ ロ チュ ッ Pieris canidia に つい て 判明 し た こと を 報告 し た い - 

は じ め に , この 蝶 に つい て いろ いろ 御 教 示 頂 いた 白水 隆博 士 と 浦田 明夫 氏 , 食 草 の 同 定 を し て 下さ っ た 瀬戸 剛 兵 , 
対馬 の 動物 相 に つい て 教え て 頂い た 柴田 保彦 氏 , 標本 を 提供 下さ っ た 有田 豊 氏 を は じ め と する 多く の 方 々 , 採集 に 協 
力 さ れ た 馬 野 正雄 氏 , 文献 の 入手 に お 世話 に な っ た 佐藤 正孝 ・ 矢 田 傘 両 氏 , 標本 写真 を 撮影 され た 檎 田 俊彦 氏 , お よ 
び 志 多 留 の 中 山 直 氏 御 夫 奏 な どの 各氏 に お 礼 申 上 げ る . 






























































1. 種 canidia の 地理 的 分 布 





本 種 の 分 布 圏 は 白水 (1960) に よっ て 初め て 図示 され た . 文献 に 現れ た 記録 を 集め , 各地 の 標本 を 検討 し た 結 業 , 
いく ら か 修正 すべ き 点 が 見 出さ れ た の で , その 結果 を Fig. 1 に 示す . 改訂 し た 主要 な 点 は , 朝鮮 一 対馬 分 布 圏 と 
園 中 部 以 南 の 分 布 岡 を 分 離さ せ た こ と , ルソン 北部 に 孤立 分 布 圏 を 認め た こと , お よび 南 イ ンド 分 布 圏 を 孤立 させ た 
こと の 3 点 で ある . 

Fig. 1 で み ら れ る よう に , タイ ソン モン シロ チョ ウッ は 西 は トゥ ルケ スタ ン か ら 東 は 上 海 付近 ・ 台 湾 ま で , アジ アァ 
大 陸 南 部 の 山岳 地帯 に 帯状 か つ 連 続 的 に 分 布 し , その 周辺 に 南 イ ンド 山地 ・ ル シッ ン 山 地 ・ 旧 満 洋 南 部 一 朝鮮 半島 に そ 
れ ぞ れ 孤 立 し た 小 分 布 圏 を も っ て いる . 中 国 奥 地 の 状況 の 詳細 は 不明 で ある . YY aR VEIL BR b OA BH 
入 と され る (Corbet & Pendlebury, 1956), 

この よ うな 分 布 バ ター ン は 一 見 きわ め て 特異 で ある が . 他 の 生物 に ゃ 同様 な ぁ も の が み ら れ , ベン ガル ヤマ ネコ (ウツ 
シマ ヤマ ネコ ) Prionailurus bengalensis は その 1 例 で ある . 

A. 文献 に あら われ た 産地 

旧 満 洲 : Mae Ze + AML ( 森 ・ 超 , 1938). 得 利 寺 ・ 大 連 伝 家 庄 (EAR, 1941). 
















































































* 大 阪 市 立 自然 史 博 物 館 業 績 212 7r. 
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朝鮮 : 元 山 (Leech, 1893-4), 7KJE - WE- RIR SESE EDU + WU SAL SE BES - WOR ER 
$ * Songdo * WIRE  SLHES + KET * KUE RO + FEL WAL. BEB (Seok, 1939), 北朝 鮮 沿岸 ソ 
連 境 (Kurentzov, 1970)*. 各地 (Kim, 1976). 

中 国 : YES EJ + SEU + YRS (Leech, 1893-4). H3. Lio-Jang-* ZEB (Bollow, 1930). Kiang-si 
(Verity, 1905-11), EP (Semper, 1886-92), 九 意 半島 (Roeber, 1909). 

台湾 : 各地 , EBZ te (山中 , 1972). 

ルッ ン : 西北 ルッ ン の ベン ゲッ ト 渓 谷 1,200~1, 500 m (Semper, 1886-92), バキ ギ ォ 近郊 サン トト ー マ ス (Hiura 
& Alagar, 1975). 

トン キン : Langson (Fruhstorfer, 1910). 

ベト ナム ょ : 北 , 中 , お よび 南部 (Metaye, 1957). 

タイ : 北部 (Pinratana, 1975). 

ジ シン が ガ ポール : (Corbet & Pendlebury, 1956). 

ヒマ ラ ヤ : ネパール 各地 1,000—2, 800m (Shir6zu, 1955), Terai (Bailay, 1951*), シッ キム の 1.200ft x 
で (Elwes, 1888%※)、 チ トラ ル ・ カ シミ ー ル か ら シ ッ キ ム ・ ブ ー タ ン ま で の と マラ マ 地 域 の 2, 000~11, 000 ft の 高地 , 




















* 直接 参照 で さき なか っ た 文献 , 以下 同様 . 
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Fig. 1. Distribution of Pieris (Artogeia) canidia Sparrman, with names showing 
subspecies. Black circles: localities confirmed by specimens, cross marks: 
localities reported in literature. 
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アッ サム ・ ビ ル マ 高 地 ・ シ ャ ン 州 | (Bingham, 1907), クマ オン ・ ヒ マラ マツ の 森林 帯 (Mani, 1968), 

イン ド : Kulu (Verity, 1905-11). Simla の 2,500~11, 000 ft, Peshawar (Wynter-Blyth, 1957), カシ ミ 
ー ル の ディ オチ バ 山 Mandi BE CAR, 1961). 

西 パ キス タン : Mochodan~Tikatoki (Shir6zu et Saigusa, 1963), 北 バ ズル チ ス タン ・ チ トラ ル か ら Dawna 
Range (Talbot, 1939). 

パミール : 5,000—7,000ft OAHERG (Grum-Grshimailo *), アラ イ 北部 ・ ア ライ ンー バ ミ ー ル の 1,500~ 
3,000m (Mani, 1968). 

トゥ ッ ル ケス タン ・: フ ェ ル ガチ ナ 南 部 ・ プ カラ の 1,500—2,000m -Namanghan (Verity, 1905-11), 

チベット : Chapa (Verity, 1905-11). 

南 イ ンド : Madura (Verity, 1905-11). Nilgiris の 5,000 ft DIL E * Palnis* Travancore と Cochin 山地 ・ 
Bangalore (Wynter-Blyth, 1957), 


B. 所 検 標本 


朝鮮 南部 : 江原 道 江陵 西方 15 一 7km お よび 江陵 西方 20km (730m) 1973-vii-20 23 西川 ・ 冨 永 採 , 横 城 一 江 
Be ( 横 城 東 34km) 1973-vii-21 18 西川 採 . 慶 肖 南 道 記 人 大 山海 印 寺 1973-vii-24・25 1612 冨永 ・ 桂 採 , 
金井 山 1973-vi-3 4829 (BPR), MR 1975-viii-15 13, 釜山 乗 稚 山 1974-x-3 18 (若林 守男 
氏 贈 ). 

対馬 : 上 対馬 町 浜 玖 須 … 大 増 間 旧 中 学 前 1975-x-23 1619, 舟 志 部 落 南端 FH 16229; Bee 同日 18 
19 日 浦 採 . 上 県 町 佐 護 1974-vii-21 19 桑原 英夫 採 佐 護 井口 1977-ix-17 19 日 浦 採 : 志 多 留 1975- 
x-25 48 日 浦 採 伊奈 1968-viii-22 165 日 浦 採 1970-vi-25 19 西川 採 : 仁 田 1970-vii-26 13 西川 
$E; 仁田 宮原 1975-x-24 13 日 浦 採 . 峰 村 三根 ゆく み 橋 1976-vii-b 18 富永 採 . 美津 島町 大 船越 部 落 1975- 
vi-12 2629, 部 落 一 網 掛 崎 同日 181*, HEN [HH 9659 宮武 採 . 厳原 町 砥石 渕 1974-vi-24 1629 
日 浦 採 ; 1975-vi-11 26 ARH : 有 明山 麓 清水 山 1974-vi-21 13 日 浦 採 ; 厳原 一 清水 山 1976-iv-28 26 宮 
武 ・ 馬 野 正雄 採 ; 有明 山 1970-vii-29 29, 厳原 同日 18 西川 ・ 桂 採 : 有明 山頂 1975-vi-13 13 宮武 採 ; 
万 松 院 同日 1% 宮武 採 , 八幡 神社 住宅 地域 (フラ ンス ギク 吸 蜜 ) 1975-vi-8 13 宮武 採 : 久 根 浜 海岸 1977-ix 
-16 26 日 浦 ・ 富 永 採 : 小 母 崎 一 浅 藻 1974-vi-23 38; RB LO 同日 18, 日 浦 採 . 

台湾 : 陽明 山 1958-vi-4 16, Ek 1970-vi-6 16 (尾花 茂 氏 贈 ) : Epk 1977-vii-23 3619 H+ MAREK 
郎 ・ 谷 辛 三 採 . 二 万 坪 1968-viii-7 19 張 保 信 採 . 春陽 村 ( 桜 社 ) 1969-xii-20 6539 宮武 採 , 1971-vi-26 6 
629 (AR + RMR. fmE— SX 1971-vi-27 16, 精英 村 1971-vi-28 19 宮武 採 . 奮起 湖 1968-viii-8 
2619 張 保 信 採 . 本 部 渓 1970-v-17 13 張 保 信 採 . 南 投 県 鶏頭 ( 渓 頭 ) 森林 遊楽 区 1977-vii-21 2689 日 浦 
・ 冨 氷 ・ 桂 ・ 春 沢 ・ 谷 ・ 土 井 仲 治郎 採 . 阿里 山 1968-viii-3 2619 張 保 信 採 1971-vi-21 4629 BRR. AG 
中 興 村 1971-vi-17 26 ARI. WS 1972-iii-15 18 陳 文 竜 採 . 

華中 ・“ 上 海 付近 ” 1968 28 (中 山 党 巳 氏 提供 ). 

香港 : 1951-iv-13 1632, iv-23 19, v-2 16, v-8 19, vi-3 19 (ジャ クレ ー・ コ レク ション ) 

ラオ ォ オス ・: Vil. Tha Ngone, Sta. Vientiane 1971-ii~1973-i 18 鈴木 治夫 採 . Nam Ngum Dum 1971-iv 
-23 1819, 1971-iv-29 16, 1971-v—vi 13 山崎 実 採 . 

ルソン : 改め て 詳 述 する こと に し , 省略 . 

ネバ ー ル : Katmandu “アト リ ” 1970-viii-22 5639 大 阪 市 立 大 学 カ ンジ ロバ ・ ヒ マー ル 登 山 隊 採 ) 西 ネ ペー 
ル Dailekh (1,400ft) 1970-ix-9 19, Tila Khola (7,000ft) 1970-ix-15 29, Jumla (7,600 ft) 1970- 
ix-17 1312 同 隊 採 . シェ ラ 1969-v-6 1619 木沢 清司 採 . 産地 不明 1968 2612 竹谷 正司 採 . 

カシ ミー ル : Surinagar (RF VOR) 1970-vii-27 56 石井 健一 採 . Mt. Haramukh (3,700 m) 1971-viii- 
9—12 16 ;Mt. Kolahoi (3,000 m) 1971-vii-27 19 登 日 邦明 採 . Pahalgan (2,200 m) 1970-ix-1・5 261 
9 有田 豊 採 . Aru-Lederwat (2, 740 一 3, 050 m) 1970-ix-2 36 有田 豊 採 . 

アフ ガニ スタ ン : Upper Auchakan (2,300—2, 800m お よび 2,800—3,800m), Logar 1973-vi-5・6 1819 
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重 一 採 . Upper Paghman (2,400—2,800 m お よび 3,000 m) nr. Kabul 1973-vi-10 16519 有田 ・ 寺 村 


Upper Surkhab (2,300—2,500 m お よび 2,500~3, 000 m), Logar 1973-vii-7・9 28 有田 豊 採 . 
ュ ル ケス タン : Tchatkal R., d. Namangan, |. Padscha-Ata, 2,000m 1972-viii-9 46 A. B. 
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2. 種 canidia の 地理 的 変異 
イワ ソン モ ン シ ロ チュ ョ ッ は 斑紋 構成 が 単純 で ある 一 方 で 個体 変 暴 が は げ し いた め , 他 の Pieris 属 の 種 同様 , 地理 
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Fig. 2. Geographical variation of length of forewing in Pieris (A.) canidia, with blank 
column referring to Seok (1934). 





Fig. 3. Geographical variation of wing pattern in male of Pieris (A.) canidia. Left wing: 
upper surface, right wing : under surface (photographs by Mr. Toshihiko Hashida). 
A: Subsp. Raolicola Bryk, 15—17km west of Koryo, Kogendo, S. Korea, 1973-vii-20, O. 


Tominaga leg. 
: Ditto, Toishibuchi, Izuhara-cho, Tsushima, 1974-vi-24, I. Hiura leg. 
: Subsp. canidia Sparrman, nr. Shanghai, Central China, 1968. 
: Ditto, Funkiko, Formosa, 1968-viii-8, H. Cho leg. 
: Ditto, Vil. Tha Ngone, Sta. Vientiane, Laos, 1971-ii—1972-1, H. Suzuki leg. 
: Ditto, Hong Kong, 1951-iv-13. 
: Subsp. palaearctica Staudinger, Tchatkal Riv., d. Namangan, 1. Padscha-Ata, 2,000 m, 
Turkestan, 1972-viii-9, A. B. Tsvetajev leg. 
H:Subsp. indica Evans, Putori, nr. Katmandu, Nepal, 1970-viii-22. 


QuUuuUuocou 
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Fig. 3 (see p. 100) 
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ニュ 
的 変異 を 認識 する こと が 困難 で ある . た と えば , 南 イ ンド 山地 の 亜 種 cgz7s Evans t}, ev > xott indica 
Evans と は 広大 な イン 下平 原 と 半島 部 を へ だ て て お り , 地理 的 分 化 は か な り 進 ん で いる と 考え られ る . THESE 
名 者 の Evans 自身 その 形態 的 差 は “言葉 で 表現 する の が 上 難しい” と 述べ て いる ほど で ある . 

HEE canis は ヒマ ラマ 亜 種 27222cg に くら べ て 大 型 で , すべ て の 黒 斑 は よ り 発達 する . 8 に つい て みれ ば , B5 
ROM MULA AD b 5 室 に 侵入 し , 後 将 表 の 外縁 紋 が 大 型 , WHE OSCE DUM >, Cds os 
鱗 が 発達 し , 基部 か ら 中 室 と 4 室 を と お り 外 縁 に 達する 黒 条 が み ら れ る , な どの 差 が ちあ る.、 トッ ルケ スタ ン ORE 
balaearctica Staudinger は indica より 小型 で , 黒 紋 が 退化 する 点 を 根拠 に し て 分 離さ れ た . し か し . アフ ガニ ス 
タン ・ カ シミ ー ル の 標本 を 媒介 に し て ネパール 産 と クラ イン 的 な 傾向 で 連続 する の で , 明瞭 な 亜 種 と 認め る こと に は 
疑問 が ある . Talbot (1939) に よれ ば , ヒマ ラ ヤ の 亜 種 ndicg は 中 国 の も の に くら べ て や や 條 型 で 斑紋 が よわ い が 
前 殖 3 室 紋 だ けが 非常 に 発達 する : し か し , 華南 の claripennis Butler と 区 別 で を る か どう か 疑わ し い , LORT 
ある . 標本 を みる と , ラ ォ ス ・ 香 港 ・ 台 湾 ・ 華 中 上 海 付近 産 の も の は , ネ ペ ー ル 産 に - く ら べ て 大 型 で あり , 8 第 3 室 
紋 が 小型 で 輪郭 が ぼやけ, 後 万 理 面 の 黒 鱗 が 発達 し , 次 脈 方 向 に 暗色 条 を 形成 する 傾向 が か つよい. し か し , 中 間 の ビ 
ル マ あ た り の 標本 が 見 られ な い の で , indica に 滞 次 移行 する か どう か 判断 で き な い . 

以上 の こと か ら , Fig. 1 で は トゥ ッ シ ケ スタ ン か ら 人 台湾 まで , 分 布 圏 は 連続 し て いる も の と し て 画 い た . チベット 
の minima Verity は Verity (1905—11) の 図版 で は palaearctica の 極端 な 傾向 を も つも の の よう に 判断 され 
る . RAUMO mars Bang-Haas は 大 型 で , は 後 殖 表 外縁 紋 が 発達 し て 互い に 連 る が , BIE 3 室 紋 は か えっ て 
上 海 付近 産 に くら べ て 小型 で も る. これ ら 2 “HAR” の 独立 性 も うた が わし い . 

ルッ ン 山 地 の ぁ の は , 外見 上 冠 名 亜 種 canzdig (Talbot, 1939 に よれ ば 華南 が 基 産 地 ) に 似る が , Semper (1886 
-92) が 指摘 し て いる よ うに 裏面 の 黒 鱗 が 一 層 強 く 発達 する . これ が 地理 的 亜 種 と し て 分 離 で きる か どう か は 稿 を 改 
め て 論じ る と こと に し た い . 

さて , 対馬 産 は 上 海 付近 産 ・ 台 湾 ・ 香 溢 ・ ラ オス の 亜 種 cgz27Z に くら べ て 次 の よ うな 点 で 議 別 され る . 

© 小型 , 夏 型 る の 前 克 表 平均 25.8 mm (canidia で は 28.1 mm), 夏 型 ? 25.1mm (canidia で は 27.8 
mm), (Fig. 2) E 

© 6 BIZHze EHI OUS. 5 室 に お いて 湾 入 する こと 少な く , し た が っ て 内 級 は 直線 的 で ある (canidia で 
(5 gU CER A BA) 

© 8RR 3 室 紋 は よ り 大 型 で 明瞭. 

(D 後半 表 の 外縁 紋 は より 小型 (canidia で は 大 型 , と くに ?@ で は ほとん ど と 互い に 連続 ) 

© る 8 後 契 裏 面 は 白色 (canidia TIEG), 9 の 色 の 差 は 明瞭 で な い が , 対馬 産 が や や 色 淡 い . 

© @⑧* と も ぁゃ 後 門 裏 面 の 黒 鱗 の 発達 わる く , 中 室 後 縁 に 沿 う 黒 条 は 発達 し た 場合 で も 中 室 端 で 終わ る (canidia で 
は 黒 鱗 発 達し , PERRON う 黒 休 は し ば し ば 外縁 に 達する ). 

⑦ 前 殖 外 縁 は 丸 味 が つよ く , 玩 頂 は 円 い 感 じ が する (canidia で は 直線 的 で , LED CHIARA), 

これ ら の 諸 特 徴 は その まま 朝鮮 半島 産 に あて は まる . し た が っ て , SRE (BTD? ARIES) と 対馬 と は 同 
ー の 地理 的 亜 種 に 属し , 華中 や 台湾 以 南 の 冠 名 下 種 と は 分 離 で きる . - 



































3. WEE canidia NEEG 


江崎 ・ 白 水 (1951) お よび Shirozu (1952) は , 対馬 産 cgz792 に juba の 亜 種 名 を あて た . これ は も と も と 
Fruhstorfer が , 彼 自 身 対 馬 で 9 月 に 採集 し た 1 ? に 基づき , 種 melee スジ グロ チュ ョ ッ の 対馬 産 亜 種 と し て 命名 
し た も の で ある . し か し , E 

© 対馬 に は melete は 発見 され な い の に , canidia は 多い こと , | 

© juba の 原 記載 は きわ め て 簡単 で , WEE canidia の ? に あて は め て も 大 体 に お いて 一 致し , 否定 的 な 個所 が 
な いこ と . 

© 九州 か ら そ の 属 島 と 考え られ た 対馬 に 渡っ た Fruhstorfer の 頭 の 中 に , 日 本 に 普通 な melete と いう 先入観 
が あっ て , 日 本 本 土 に は 産 し な い canidia が 対馬 に いる と は 思い つか な か っ た 可能 性 が な いと は いえ な いこ と , 
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の 3 点 を も っ て , juba RANE canidia の 亜 種 名 に 組み か えた の で ある . 


し か し , その 後 対馬 か ら 少 し ずつ melete が 採集 され , 高橋 昭 (1977) の と り ま と めで は 10 例 に 達し た . し た が っ 


て 第 1 の 論拠 は 消え ん えた. 次 に 第 2 の 点 を 検討 し て みる . 








Fruhstorfer (1910) の juba の 原 記載 は “9 above pure white, cell only inappreciably dusted with 
grey, approaches montana Verity above and beneath" と いう 簡単 な も る の で ある . し た が っ て montana 


Verity が 問題 と な る . この シリ ー ズ の 第 1 BRC montana に つい て 
は の べた . 4, Verity (1905-11) の montana の 9 の 原色 写真 (pl. 
31, fig. 21) を みる と , も し これ の 地 人 色 を 白く する な ら ば , われ わ 
れ の 1 人 西川 が 対馬 で 採集 し た スジ グロ チョ ウッ 9 (napi か melete 7», 
判断 に 苦し せよ うな 特徴 を も つ 小 型 個体 ) に 似 た も の と な る . そし て 
後 閉 表 外縁 の 顕著 な 黒 紋 の 欠 除 は , canidia を 誤っ て 同定 し た と は 思 
われ な い . し た が っ て ② の 論拠 は 薄弱 で ある . 

この よう な 次 第 で ある の で , Fruhstorfer の タイ プア 標本 が 再 検討 
され る まで は , 原 命名 者 の 処置 どおり juba を melete の 対馬 産 亜 種 
と し て 使う 2 べき と 考え る . 
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する と , ESE canidia の 亜 種 名 が 空白 と な る が , さい わい Bryk る @ 
(1946) が 朝鮮 の も の に 命名 し た kaoicola (SEMINAR) が ある s 
の で , これ が 使え る . し た が っ て , 対馬 産 タ メイ ワン モン シロ チョ ウッ の d 
学名 は 次 の よ うに な る . 
Pieris (Artogeia) canidia kaolico'a Bryk, 1946 © 
Arkiv f. Zool., 38 (3): 14-15, pl. 4 S 
8 
リン 
4. 棲息 環境 と 食 草 
A. 飛翔 環境 : 
0 $ 
浦田 (1960) は 本 種 の 棲息 環境 を 次 の よ うに 表現 し て いる . “対馬 ae 


こ お け る 分 布 は 稀 で は (な く ノ ) 全島 いた る と ころ に 分 布 す る . 一 般 
(モン シロ チュ ウッ と 混 飛 し て いる が , 平地 で は モン シロ チュ ョ ッ の 勢力 
が 大 きく , 山地 に 向かう に つれ て 次 第 に その 分 布 が 入れ か わり , 本 種 
が 広い 分 布 を 示す 傾向 が 見 られ , 山手 か ら 山 頂 に か け て 見 られ る シロ 
チュ ッ は その ほとん ど が タイ ソン モン シロ チュ ョ ウ で ある よう で ある .” 

我々 の 観察 し た か ぎり で は , “山中 ほど 多い ” と いう 傾向 は み ら れ 
ず , か を っ て 海岸 や 山 租 の 村落 の 周辺 部 た に 多く, 森林 で お お われ た 山 
の 中 で は 稀 な よう に 感じ られ た . 採集 地点 は Fig. 4 の よう に な る . 

高橋 ・ 田 中 ・ 若 林 (1973) は , “モン シロ チョ ウツ より も る 日 当たり の 
弱い と ころ を 好み , 市 街 地 に は 少な く , 畑 と 山林 の 境界 や 平地 か ら 山 
間 部 へ の 移行 地 な ど に 多い ” と の べ て いる が , 前 半 の 日 当たり 云々 の 
項 は 別 と し て 後半 の 記述 は 完全 に 我々 の 観察 経験 と 一 致す る . 今 , 少 
し くわ し く 棲 息 地 の 状態 に つい て の べ る と , 

































































豆 酸 小 母 崎 一 浅 藻 (6 月 下旬 ), RREA (6 月 下旬 ), 大 増 お よ Fig. 4 Collecting sites of Pieris 
OF GOK Fa), HEM (10 月 下旬 ) の 観察 で は , WAAROP CA.) canidia (black circles) and 
菜 畑 や ヒメ ジョ オン の 咲き みだれ る 空地 は すべ て モン シロ チョ ッ が 右 its host plant, Arabis stelleri 
め , いよ いよ 二 次 林 に さしかかる あたり に 本 種 が か み ら れ た . 個体 数 が Md d 9922 (S) in the Tsushima 

slands. 


少な いと き に は 両 種 が 「 すみ わけ 」 て いる よう に みる を る, モン シロ チョ 
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ッ の 数 が 多く , oW: Zh l HRA SERRE CHET ZBAV AAV yey yas a VBR Acer yest a YHL 
る . 

久 根 浜 (9 月 中 旬 ) BLO (10 月 下旬 ) で は 海岸 の 崖 に 本 種 ,。 それ に 接する 部 落 こ モン シロ チョ ウゥ と すみ わけ が 
み ら れ た . 大 船越 (6 月 中 旬 ) で は 部 落 内 に 多数 の モン シロ チョ ッ と 少数 の 本 種 , 部 落 か ら は な れ た 網 掛 崎 海 岸 で は 
本 種 の み が 多 数 み ら れ た . 大 増 ・ 舟 志 ・ 厳 原 で は 岩下 の 民 穴 の ブロ ッ ク 堀 や 小屋 (対馬 独特 の 収蔵 庫 ) の 石垣 に 本 種 
が み ら れ た の で , 部 落 内 で も ぁ 半 閉鎖 的 空間 は 本 種 の 飛翔 環境 と し て 選ば れ て いる と いえ る . 

ほとん と すべ て の 成虫 観察 地点 に 共通 する 条件 は , 一 方 が 山腹 や 急 崖 で 。 し か も 二 次 林 ま た は 低い 海岸 木 本 植生 で 
お お われ , か つも 2 一 方 が 開け て 平坦 で あり , 草地 また は 裸 地 また は 海面 で も る よ うな 地形 の 転換 点 に あたる と ころ 
で ある . 林内 や 日 際 な いし 半日 隊 の 地 で な く , 日 当り の よい 場所 で ある ( 四 周 が 完全 に 平坦 で あれ ば モン シロ チュウ 
の 占用 と な る ).* 

COL うな 地形 転換 点 は 対馬 の いた る と ころ に み ら れ る が , 一 方 が 開け て 草地 また は 裸 地 と い 5 環境 は , 村落 の 周 
囲 や 耕作 地 の 周 辺 に 多い た め , タイ ワン モン シロ チュ ウゥ は むし ろ 人 人 里 近 くに 多い 結果 と な る の で あろ D, 

例外 的 な 棲息 地 は 砥石 渕 で , 宮武 の 6 月 中 旬 の 観察 で は 谷 筋 の か な り 暗 い 場所 に も み ら れ た . 

宮武 の 網 掛 崎 海岸 6 月 中 旬 の 観察 に よれ ば , 成虫 の 飛翔 空間 に くら べ て 卵 の 産 付 位置 は や や 日 除 に より , 卵 や 幼虫 
は 急 幅 の 海岸 林 の 林 縁 や 岩 か げ な ど , 午後 半日 は 日 藤 に な る 場所 で 多く 発見 され た . し か し , 日 浦 の 鯛 浦 海岸 5 月 の 
観察 で は 全く オー プン な 海岸 で 幼虫 が か み ら れ た . 

B. 既報 の 食 草 に つい て 

対馬 に お ける 本 種 の 自然 状態 で の 食物 を 初め て 報告 し た の は 白水 (1956) で ある . 1955 年 7 月 8 日, 上 県 町 久原 の 
ミチ バタ ガラ シ よ り 津 田 美智 夫 氏 が 採卵 し た も の を 福岡 市 に お いて イヌ ガラ シ を 用 いて 飼育 ( 他 の アプ ラナ 科 植 物 も 
よく 食べ た 由 ), T 月 20 一 21 日 螺 化 し た . 別に 津田 氏 も 久原 で 同年 7 月 10 日 採卵 , ミチ バタ ガラ シ で 飼育 , 7 A238 
WE, 同 30 日 羽化 し た と い 5. 
浦田 (1960) は 厳原 町 袖 振 山麓 に お いて 1955 年 6 月 13 日 , タネ ッ ケ バナ へ 114 卵 の 産卵 を 観察 し て いる ( 葉 裏面 86, 
葉 表 面 14, 茎 4, 葉柄 10 卵 ). 文脈 か ら 判 断 す る と , 飼育 の 際 , 与 を えれ ば イヌ ガラ シ ・ キ ャ ベツ な ど を 食す る . OD 
に , 浦田 (1968) は 対馬 産 昆虫 の 概説 文中 に , ミズ ガラ シ ・ タ ネツ ケバ ナ ・ イ ヌ ガ が ガラ シ の 93 種 を 食 草 と し て 挙げ て い 
る が , それ 以上 の デー タ は 付 し て いな い . 

最近 , 白水 (1975) は ナズナ を 食 草 の うち に 入れ て いる . また 江島 (1977) は 食 草 と し て マメ グン バイ ナズナ ・ イ 
ヌ ガ ラ シ ・ タ ネツ ケバ ナ ・ ミ ズ ガ ラ シ ・ ハ マハ タ ザ オ ・ オ オバ タネ ツケ バナ を あげ , 産卵 植物 と し て ナズナ ・ ミ チバ 
タ ガ ラ シ を あげ て いる . 資料 は 文献 か ら の 引用 と 思わ れ , ハマ ハタ ザ オ と オオ バタ ネツ ケバ ナ は 我々 (日 浦 ・ 宮 武 , 
1975, AKERS RR) の デー タ に よる も の で あろ DS, 

これ ら 既 報 の 食 草 の 史 的 性 格 を 検討 する と , マメ ゲン バイ ナズナ は 帰化 種 ,。 ミズ が ラ シ (オラ ンダ ガラ シ ) は 対馬 
各地 の 水辺 に 多い が , 明治 以降 の 帰化 植物 で ある . ミチ バタ ガラ シ ・ タ ネツ ケバ ナ ・ ナ ズ ナ の 3 種 は , いずれ も る 前川 
(1943) に よっ て 史 前 帰化 と され た 植物 で あり , イヌ ガラ シ に つい て 日 浦 (1974) は 史 前 帰化 の 疑い が 濃い と 指摘 
L, 北村 (1977) は 「 明 治 ま で に 大 陸 か ら 入 っ た 」 帰化 植物 と し て いる .※*\ 

も し ゃ , 対馬 に お いて タイ ウン モン シロ チョ ウッ が この よ うな 外来 植物 の み を 食物 と し , 前 述 の よう に 人 里 近 くに か 
ぎっ て 棲息 する も の で あれ ば , 本 種 は 対馬 の 土着 種 で は な く , ご く 最 近 対 馬 に 侵入 し , 人 類 の 活動 に よっ て つく OH 
され た 環境 に 入り こん で 分 布 を ひろ げた 昆虫 で や る と 考え ざる を え を なくなる. この 点 を 検討 し た 結果 , Bt SA 
物 が 主食 草 で ある こと を 確認 で きた の で 以下 に の べべ る . 































































































* SESAME bo Cl, われ われ の 1977 年 7 月 の 観察 で は , 鳥 来 で は や や 対馬 に 似 た 環境 で み ら れ た が , 渓 頭 
で は 地形 転換 点 を 選ぶ 傾向 を みとめ られ な か っ た . 

** これ ら の 植物 が , た と ええ 日 本 内 地 に お いて 帰化 や 史 前 帰化 で あっ て も , その まま 対馬 に と っ て 帰化 や 史 前 帰化 と 規 
定 し て よい か どう か , 間 題 が ある . し か し 現在 の われ われ に は それ を 判断 する だ け の 厳密 な 資料 を も た な い の で , 
観察 経験 に 基づき , 対馬 で を も 内 地 同 様 の 史上 的 性 格 を も つも の と 考え て 論議 を すす め る , この 点 を 批判 され た 長谷 川 
仁氏 に お 礼 申 上 げ る . 
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C. 食性 資料 

野生 アブ ラナ 科 の 調査 結果 は 次 の と お り で ある . 

QD ハマ ハタ ザ オ Arabis stelleri var. japonica 

美津 島町 大 船越 綱 掛 崎 海 崖 . 1975 年 6 月 12 日 , 多数 の 成虫 の 飛翔 を み , RRERGTOSMORMDR e REA 
つけ られ た 多数 の 卵 を 発見 CAR). 付近 に は 他 の アブ ラナ 科 が 皆無 , また モン シロ チョ ッ ゃ 見 られ な か っ た . 

1975 年 10 月 26 日 , 葉 表 に 産 付 さ れ た 1 卵 を みる (日 浦 ). 

o Low EST fS, 1976425 月 25 日 . 13 株 中 6 株 に は 本 種 が か み ら れ ず , 7 株 に は 次 の よ うに 付着 し て いた だ. 1 株 あ 
た り 頭数 は 最も 多く て (DED 3 頭 で も っ た . 株 A 一 一 果実 に 上 向き 静止 3 MARI, RRL SH. 株 Bー 一 
地上 10cm の 茎葉 裏面 に 下向き 4 齢 幼虫 1. 株 C 一 一 果実 に 下向き 2 齢 と 3 齢 幼虫 各 1. 株 D 一 一 果実 に 上 向き 1, 
Hh El5—20cm OMPER AEA dsl, SC Lrs&dsl. 株 EE 一 一 地上 5cm の 茎葉 に 下向き 3 齢 幼虫 1, 果実 に 下 
向き 4A ( 被 寄生 ? 1. 株 F 一 茎葉 に 下向き 406358 1. 株 G 一 一 果実 に 上 向き 3 80575 1, (日 浦 ). 
o 厳原 町 久 根 浜 海 崖 , 1977 年 9 月 16 日 , 花茎 ・ 果 実は 完全 (に 枯れ , 根 出 葉 は や や 小さ く , タイ ワン モン シロ チョ ウッ 幼 
虫 は 発見 で き な か っ だ た. 付近 で 成虫 2 $ を 採集 .。 この 地 で も お そら く 食 草 と し て いる と 推定 BH NAE). 

この ほか , Arabis 属 は ヤマ ハタ ザ オ 4. hirsuta を 美津 島町 白 岳 東 登山 道 の ス ギ 林 内 林道 で ハタ ザ ォ A. glabra 
を 上 対馬 町 比 田 勝海 岸 の 小 崖 下 で し ら べ た が , いずれ も 植物 の 個体 数 が 貧弱 で , 本 種 は 発見 で き な か っ た (日 浦 ). 
Q オオ バタ ネツ ケバ ナ Cardamine scutata 

o 厳原 町 砥石 渕 渓谷 , 1975 年 6 月 11 日 , 林業 指導 所 裏 の 小さ な 河原 で , 主 株 は 枯死 倒伏 し , 残っ た 側 株 や 若い ロモ セッ 
ト に 数 頭 の 終 齢 妨 虫 と 多数 の 卵 を 発見 し た . 卵 は 葉 表 ・ 葉 裏 ・ 果 実 の 柄 に み ら れ た . 1 日 の うち 数 時 間 は 陽 が 当たる 
場所 で あっ た GEO. 

1976 年 5 月 24 日 , 同 所 , 木 共 の 株 で 幼虫 3 を 発見 (日 浦 ). 

この 他 , 厳原 町 内 院 浦 に 流入 する 小川 の 岸 に 多数 生育 し て いる も の を 調べ た が 発見 で き な か っ た (日 浦 ). 

© タネ ツケ バナ Cardamine flexuosa 

o RET ALG). 南 斜面 の 陽 地 で , 渓谷 に 流入 する 農業 用 水路 が 小滝 に な っ た 壁面 に 生える 大 株 で 4 齢 幼虫 1, WE 
と 失敗 し た 個体 1 を 発見 , 1976 年 5 月 24 日 (AW). 

= Oth Cardamine 属 で は ジャ ニン ジン C. impatiens が 比 田 勝海 岸 に 多数 み ら れ た が , カブ ラ ハ バ チ の 幼虫 ば 
か り で 本 種 の 幼虫 は 付着 し て いな か っ た (日 浦 ). 

© ミチ バタ ガラ シ Rorippa dubia 
o 上 対馬 町 浜 玖 須 一 大 増 間 旧 中 学 前 バス 停 , 車道 有 陣 の ブロ ッ ク 堀 下 に 生え た 貧弱 な 株 に 1 ? が 飛来 , 根 出 葉 の 表 に 
1 個 産卵 , 1975 年 10 月 23 日 10 時 10 分 , 晴れ (日 浦 ). 

© イヌ ガラ シ Rorippa indica 

上 厳原 町 砥石 渕 渓谷 の 河原 , 終 齢 幼虫 1, PROBL. た だ し 30cm は な れ て 枯れ た オオ バタ ネッ ケバ ナ が あっ た の 
T, これ か ら 移 動 し て きた 疑い が ある . 1975 年 6 ALLA (宮武 ). 

イヌ ガラ シ は 厳原 町 市 街 の 溝辺 に 多数 あり , 内 院 の 水田 地帯 で も 多く , これ ら を し ら べ た が モン シロ チョ ッ だ けが 
発見 され た (日 浦 ). 

以上 の ほか , マメ グン バイ ナズナ Lepidium virginicum ( 比 田 勝海 岸 ) オラ ンダ ガラ シ Nasturtium officinale 
(豊玉 村 仁 位 , 厳原 町 士 富 ), ハマ ダイ コン Raphanus sativus var. hortensis iH, 美津 島町 勝見 浦 南方 の 海岸 ) 
を 調べ た が 本 種 は み ら れ な か っ た (AW). 

この よう な 調査 結果 か ら , 対馬 に お ける タイ ワン モン シロ チョ ュ ョ ッ の 基本 的 食 草 ( 量 的 に 多く , か つ 本 来 そ れ で 分 布 
を 確立 し た と いう 5 意味) は , ハマ ハタ ザ オ で ある と 判断 され る . その 理由 は 次 の よ う で ある . 

(D 成虫 の 飛翔 環境 ( 陽 地 で , か つ 一 方 が 急斜面 の 林 縁 ) に 生育 環境 が 合致 する . 

© 島内 で の タイ ソン モン シロ チョ ッ の 記録 地点 が 内 陸 に 少な く 海 岸部 に 多い 傾向 と , ハマ ハタ ザ オ が 海岸 の み に 
生え る 事実 と は 整合 的 で ある . 

© 生育 地 で は 量 的 に 多く (株 数 ), か つ 葉 肉 が 厚く 果実 も 長大 で 肉質 で ある た め , 蝶 の 豊富 な 発生 を 保証 で きる , 
O ハマ ハタ ザ オ は 種々 の 図鑑 に 越 年 性 と され て いる が , 少な く と も 6 月 末 ま で は 緑色 部 が 多量 に あり , 夏季 は 地 
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Draba nemorosa 
Berteroella maximowiczii 
Sisymbrium luteum 
Arabis glabra 





i wild 
A. hirsuta 
ETE A. stelleri var. japonica 
Pieris — mmm Cardamine scutata 
sanidia t C. impatiens 
. a C. flexuosa 

kaolicola ae . 
Rorippa indica prehistoric 
R. dubia naturalized 






— 
~~ Capsella bursa-pastoris 
Pieris 
Raphanus sativus var. hortensis escaped 
rapae 


; Nasturtium officinale 
crucivola 


Lepidium virginicum naturalized 
Thlaspi arvense 
Fig. 5. Host relation of Pieris butterflies and wild cruciferous plants in the Tsushima Islands. 


Size of line shows how closely they are related with, and dotted line means the estimated 
host plant confirmed only by observing oviposition. 


XX X 
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Fig. 6. Seasonal abundance of Pieris (A. ) canidia in the Tsushima Islands (blank column). 
Estimated number of generations (I~V) and the hibernating generation (HIB) are shown. 
Cross mark (x) shows the period of oviposition actually observed. 
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際 か らい くつ か の 側 株 を 生じ , 側 株 は 9 月 中 旬 で 根 出 葉 が 7 em ほど 人 に 伸長 し て いる の で 多年 草 と 考え られ る . TA 
後半 と 8 月 に 業 量 が 減少 する 傾向 が あり , この 点 調査 する 必要 が ある が , ほぼ 周年 この 植物 単独 で タイ ワン モン シロ 
チョ ッ の 世代 が 継続 し て 発生 で きる と 思わ れる . 

© 大 船越 綱 掛 崎 6 月 12 日 の 観察 で は , ハマ ハタ ザ オ の 生え る 岩 崖 に お び た だ し い タ イワ ソン モン シロ チュ ウッ が 紙 吹 
雪 の よう に 乱舞 し て お り , その 数 は 多発 期 の モン シロ チョ ウゥ が キャ ベッ ツ 畑 で 和 飛ぶ の を 見 る よう で あっ た . 中 谷 (1975) 
は 豆 酸 岬 で 大 群 を 観察 し て お り , この 場合 は 食 草 の 確認 は され て いな い が ハ マハ タ ザ オ 以 外 の 存在 が 考え られ め ぬ 環 境 
で ある . FAC ODOR + MOMBASA ok. この こと か ら , まだ 確認 例 は 少数 で ある が , ハマ ハタ ザ オ の 群生 地 
こ は 必 ず 多 数 の タイ ワン モン シロ チョ ッ が 発生 する も の と 推定 され る . 

© も う ひ と つの 土着 種 で や る オオ バタ ネッ ケバ ナ は , 木 隊 で お お われ た 沢 の 水辺 に 生育 する 種 で あり , 陽 地 を こ 
の せ タ イワ ン モ ン シ ロ チュ ョ ッ の 棲息 環境 と ずれ て いる . 

この よう な 判断 に た っ て 食性 を 整理 し た の が Fig. 5 で ある . 種々 の 史 前 帰化 や 帰化 植物 は ハマ ハタ ザ オ で 多発 し 
た 蝶 の オォ オー バー・ フ ロッ に 基づく 二 次 的 な 食 草 と 思わ れる . 
































5. A 年 経過 


浦田 (1960) に よれ は ば, AMORA, 野外 で は 石 の 下 や 陽 当 た り の よい 垣 な ど で 越 冬 す る . 白水 (1956) 
・ 浦 田 (1960) の 推定 で は 越冬 世代 は 3 月 中 下旬 に 羽化 を は じ め , 成虫 個体 数 は 4 月 に 最多 と な る RE). 第 1 世 
REE ( 夏 型 ) は 5 月 中 下旬 より み ら れ , 第 3 世代 成虫 は 7 月 下旬 より 羽化 し , その 産卵 か ら 羽 化 ま で の 所 要 日 数 は 
約 20 日 で ある . 

われ われ の 採集 資料 を 整理 する と Fig 5 の よう に な る . 成虫 頭数 の 単純 合計 値 で は 6 月 中 旬 に 最大 の ピー ク , 10 
月 下旬 と 7 月 下旬 に ピー ク が みとめ られ る . 宮武 が 6 月 12 日 に ハマ ハタ ザ オ ォ 産 付 卵 を 採取 し , 大 阪 に お いて イヌ ガラ 
ジ を 用 いて 室内 飼育 し た 結果 で は 発育 所 要 日 数 は 約 25 日 で も わっ た . これ が その まま 野外 に あて は まる な ら ば , TAL 
旬 に 第 2 世代 成虫 の で ピー ク が ある こと に な る . 津田 氏 が み ら れ た 卵 は これ が 産ん だ も の , つま り 第 3 世代 と 考え て 矛 
盾 が な い . 

問題 は この 第 3 世代 が 白水 ・ 浦 田 両氏 の 推定 し た よ うに 7 月 下旬 か ら 羽 化 を はじ め た 時 に , 次 世代 (第 4 世代 ) を 
産み それ が 発育 する に 足る だ け の 食 草 が ある か どう か に ある . お そら く < 盛夏 に タイ ワン モン シロ チュ ョ ッ の 個体 数 は 最 
低 と な り *, 世代 も 乱れ る と 思わ れる . 有効 積算 温度 の 概念 か ら は 8 一 9 月 に 2 世代 の 経過 は 可能 で ある が , 休眠 の 
問題 あふ くめ て 盛夏 の 実情 は 不明 で ある . 一 応 8 一 9 月 に 1 世代 だ け を 経過 する と 仮定 すれ ば , 10 月 下旬 の も の が 第 
5 世代 成虫 に と あたる. この 時 に 産卵 が み ら れ る の で , これ が 第 6 世代 と し て 幅 に まで 発育 し , 越冬 する の で ある ろう . 

この よう に し て 対馬 に お ける 本 種 の 経過 世代 数 は , 6 世代 と 考え られ る . BM (1972) は , 「 春 型 の 子孫 を 東京 で 
飼育 する と , E OROMU3 AML, その まま 夏秋 冬 を 越し て 来春 羽化 する 遇 の 両方 が 生ずる | と の べ て いる . こう し 
た 休眠 の 問題 は 今後 に 残る . 


























6. i "cot 


オオ バタ ネツ ケバ ナ の 場合 , AJRAL, 4 和 齢 と 5 齢 幼虫 は 花菜 高く の ぼっ て 果実 を 食べ , 食べ 終わ 
る と 下向き に 向き る か えて 静止 する . 

ハマ ハタ ザ オ の 場合 , 卵 は 葉 表 や 葉 裏 に 多く , 少数 が 果 柄 に み ら れ た . 産卵 部 位 は し た が っ て 植物 体 の 下部 (地面 
近く ) に 集中 し て いる . 初 齢 幼虫 は 葉 裏 に あっ て 裏面 の 葉 肉 の み を 摂 食し , 葉 表 の 表皮 を 残す し た が っ て 柔 い 葉 だ 
け で な く , 硬化 し た 葉 $ も 摂 食 で きる . 発育 し た 幼虫 は 茎 を の ぼり 花序 の 先端 に 達し て 上 向き に 止 っ て 果実 を 先端 か ら 
MUS, この 食 痕 を 目標 に する と 幼虫 の 発見 は 容易 で ある . 食い 終わ る と 向き を 変え て 下向き に 静止 する 

MBN OG, 卵 は 海岸 の 岩 と 海岸 林 (カシ ソ ・ ア ベ マ キ ・ ア カマ ツ を 主 と す る ) の 接点 の ハマ ハタ ザ オ に 多く , 
林 中 の 貧弱 な 株 に は み ら れ な か っ た . また , 洒 線 に 近く て 1 日 中 陽光 に さら され る 位置 の 株 に は 卵 ・ 幼 虫 と も に 見 ら 
れず , 多い の は 午後 半日 木 除 に な る 場所 で あっ た . 














* Fruhstorfer の 渡島 期間 に あたる . 
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ERORI 日 中 み ら れ る が , 年 前 中 に 主として 配偶 行動 を 行い , 午後 は 静止 し て いる 個体 が 多い よ う 5 で ある . 
6 月 12 日 , 大 船越 部 落 に お いて 破損 し た 本 種 の 8 を モン シロ チョ ッ が さか ん に 追 飛 する の を みた . 

10 月 23 日 , 大 増 で は 山 禁 の 2 アー ル ほ どの 水田 で , 水 を た た えた 中 の イネ の 切 株 に 止 っ て は 飛び 立つ 行動 を 数 回 く 
りか えす る 個体 を みた . 後藤 (1975) は 本 種 の ポン ピン グ を みて いる . 

この ほか , 宮武 の 大 阪 で の 飼育 経験 で は , 幼虫 は 過 湿 状態 で は 生育 が 悪く , WEL TC BEC Ret > AMS 
か っ た . この こと か ら 本 種 は , 乾燥 し た 条件 に 適応 し て いる よ SARRE. 














7. 対馬 個体 群 の 由来 

対馬 で は た だ 1 Bl, 本 種 の 移動 (? ) の 観察 例 が ある . 1973 年 6 月 17 日 10 時 すぎ 曇り , 豆 酸 崎 南東 岸 で , 海 の 方 か 
ら 岩 を まい 上 り , 道路 を 直角 に 横切っ て 流れ る よう に 緩慢 に 移動 し た と いう も の で ある (性 比 は 8 3 1 の 割合 ) 
CHE, 1975 に よる ). 
十 イ ンド で は 亜 種 canis の 棲息 圏 か ら 200 マ イル は な れ た Bangalore で 例外 的 な 採集 例 が あり , シン が ガ が ポー ル で 
現在 ふつ うに み ら れ る も の は ホン ュ ン か ら 過 去 半 世紀 の あい だ に 人 為 的 に 持ち こま れ た も の が 繁 殊 し た と 推定 され て 
いる . フィ リピ ン で は ルッ ン の 北部 山地 に 多数 み ら れ , これ は 自然 分 布 と 思わ れる が , それ 以外 に 日 浦 は 1969 年 12 A, 
ロス ・ バ ニョ ス の フィ リピ ン 大 学 農学 部 昆虫 学 教室 の 標本 館 に 保管 され て いる 次 の 標本 を みて いる . ルッ ン 島 Moun- 
tain Province の Trinidad, マニ ラ 南 方 ロス ・ バ ニョ ス の マキ リン 山 , お よび ネグロ ス 島 西部. マキ リン 山 で は 
日 浦 ・ 宮 武 が か な り 注 意 し た に も か か わら ず 発 見 され ず , また 幾 人 か この 山 に 赴 い た 日 本 人 の 昆虫 研究 者 に 問合せ た 
が 採集 し た 人 が な い . お そら さく 和 群島 中 部 の 記録 は 人 為 的 持ち こみ に よる 一 時 的 発生 で あろ る ろう 。 フィ リピ ビン 和 群島 各地 の 
山岳 地帯 で , キャ ベッ な どの 高 冷 地蔵 菜 栽 培 が 最近 か な り 広 が っ て いる か ら で あ る . 

琉球 南部 (石垣 ・ 与 那 国 ・ 竹 富島 ) で は 冠 名 亜 種 が 一 時 的 に 発生 し た こと が ある (伊藤 ・ 岡 ・ 吉 崎 , 1969). 日 本 
AE CVE IS LL C19734F 6 月 15 日 , 新鮮 完全 な 1 * が 採集 され て お り , 藤岡 (1975) は これ を 大 陸 方 面 か ら の 
飛来 と し て いる . 兵庫 県 芦屋 市 岡本 で も 採れ て お り , これ は 冠 名 亜 種 の よ うに 思わ れ た (日 浦 , 1977 一 一 採集 者 足立 
尚 計 氏 に 発表 を すす め て お いた ). 

COL うな 種 canidia の 各地 で の 偶 産 例 か ら , 対馬 の ポポ ピュ レー ショ ン も また 渡海 移動 ある い は 人 為 的 手段 に よ 
っ て 朝鮮 方 面 か ら 由 来 し た の で は な いか , と の 疑い が 生じ る . 

し か し な が ら , シン ガ ポ ー ル の 例 を の ぞ き , 上 記す べ て の 偶 産 例 は その 後 の 定着 を も た らし て いな いこ と は 注意 す 
べき で ある . 対馬 の 本 種 に つい て は 基本 的 食 草 が ハマ ハタ ザ オ で ある と いう 理解 か ら す れ ば , 過去 の 海面 低下 期 に 海 
崖 づ た い に 朝 鮮 か ら 分 散 し て きた , と いう 経過 が 主張 で きる . 

この 問題 に た ついては, 対馬 に お ける 本 種 の 生活 や 野生 アプ ラナ 科 の 調査 資料 を も っ と 著 積 し て か ら 改 め て 論じ る こ 
と に したい . 

な お , ハマ ハタ ザ オ の 分 布 は , カム チャ ツ カ ・ 北 千島 に var. stelleri が , 樺太 ・ 北 海道 ・ 本 州 ・ 四 国 ・ 九 州 ・ 朝 
fee YR ve var. japonica が ある . 朝鮮 で canidia が この 草 を 食 草 と し て いる か どう か , まだ 調査 例 は な い . 























































































































Summary 


It has been known since 1930 that Pieris canidia is distributed in the Tsushima Islands located 
close to Korea. To consider natural history of this species some surveys were made from the 
zoogeographical and other viewpoints, and discussions are given as much as possible. 

1. The form found in the Tsushima Islands is also common in Korea and the Southern 
Manchuria, and its range is separated considerably from the neighbouring one which extends from 
Formosa and Central China to Indo-China (Fig. 1). 

2. Comparing with the nominate subspecies distributed from Formosa and C. China to Indo- 
China, the form from the Tsushima Islands is distinctly smaller and having several different wing 
characters as follows. On upperside of forewing inner margin of apical patch is more weakly insized 
at space 5, and marking of space 3 is larger and more conspicuous. Marginal spots on upperside 
of hindwing are smaller, and ground colour of underside of hind wing white, looks more whitish 
owing to reduction of black scales (Fig. 3). 
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3. As for the subspecific name for the Tsushima form, kaolicola Bryk, 1946 (type locality : 
Genzan, N. Korea) should be used, since there are not conspicuous differences between the Korean 
form and the former. The name juba Fruhstorfer should not be used any more for the Tsushima 
form of canidia. 

4. In the Tsushima Islands they seem to prefer coastal area to inland area for habitats (Fig. 
4). Adults fly at sunny site near the margin of forest generally, and are most abundantly seen 
at such environment where one side is steep slope covered with forest and the other side is flat 


openland. 
5. As the host plants the following cruciferous species which are mostly prehistoric naturalized 
or naturalized plants are so far known: — Cardamine flexuosa, Lepidium virginicum, Nasturtium of- 


ficinale, Rorippa indica and R. dubia. In addition, Arabis stelleri var. japonica and Cardamine scutata 
which are both wild plants were newly confirmed. The former plant inhabits coastal environment 
where adults are most frequently seen. As it was ascertained that many larvae were living on this 
plant, it is presumed to be the basic host plant of canidia (Fig. 5). 

6. They seem to have six generations per year. Adults are most abundant in the first genera- 
tion appearing in middle June (Fig. 6). 

7. Oviposition takes place on upperside or underside of leaf. Younger larvae feed on underside 
of leaf. Older larvae climb up stem and eat fruit from tip, and keep body upside-down when not 
feeding. 

8. It is presumed that canidia reached the Tsushima Islands from Korea along coastal area, 
depending upon Arabis stelleri var. japonica, in the past geologic age when the sea level was much 
lower. 
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